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　1927（昭和2）年、激動する歴史の渦中に産声を上げ
た芝浦工業大学は、戦中・戦後の混乱期から高度成長を経
て成熟期へと至る日本の礎を「工学」によって担ってきま
した。建学の精神である「実学主義」を常にアップデート
しながら、優秀な技術者を数多く社会に送り出し、産業界
から高く評価されています。
　私立理工系大学として唯一「スーパーグローバル大学創
成支援」に選定され、創立100周年の節目となる2027
年には、アジアの工科系大学トップ10に入るという目標
を設定しています。新たな世紀への飛躍のため、芝浦工業
大学は24年度、工学部を学科制から「課程制」へ移行す
る大学改革を行います。“変わる”ことを恐れない先進性で、
日本のグローバル理工学教育を牽引していきます。

１
０
０
周
年
を
新
た
な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

自
ら
「
変
わ
る
」
こ
と
を
恐
れ
な
い
精
神
で

日
本
の
グ
ロ
ー
バ
ル
理
工
学
教
育
を
主
導
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「
学
科
制
」
か
ら
「
課
程
制
」
へ

次
の
１
０
０
年
へ
画
期
的
改
革

　

芝
浦
工
業
大
学
の
創
立
者
・
有
元
史
郎

が
大
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
高
等
工
商
学

校
を
開
い
た
の
は
、
昭
和
が
始
ま
っ
て
半

年
後
の
１
９
２
７
年
５
月
で
す
。
そ
の
後
、

１
９
３
１
年
に
著
し
た
論
文
「
非
科
学
的

教
育
の
提
唱
」
の
中
で
記
し
た
「
特
色
あ

る
専
門
教
育
を
施
し
以
っ
て
実
社
会
に
貢

献
せ
ん
と
す
る
」
と
い
う
〝
実
学
主
義
〟

の
宣
言
は
、
建
学
の
精
神
〈
社
会
に
学
び
、

社
会
に
貢
献
す
る
技
術
者
の
育
成
〉
と
し

て
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

開
学
か
ら
１
世
紀
を
経
て
、
芝
浦
工
業

大
学
は
２
０
１
４
年
度
、
文
部
科
学
省
の

補
助
事
業
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学

創
成
支
援
」（
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
）
に
私
立
理

工
系
大
学
と
し
て
唯
一
採
択
さ
れ
、
20
年

度
の
中
間
評
価
で
最
高
ラ
ン
ク
の
「
Ｓ
」

を
獲
得
し
ま
し
た
。
創
立
１
０
０
周
年
を

迎
え
る
27
年
に
は
、
ア
ジ
ア
の
工
科
系
大

学
の
十
指
に
名
を
連
ね
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

自
ら
に
課
し
て
い
ま
す
。

　

次
な
る
１
０
０
年
へ
の
飛
躍
を
遂
げ
る

た
め
、
芝
浦
工
業
大
学
は
さ
ま
ざ
ま
な
改

革
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が

学
生
の
研
究
室
配
属
を
１
年
早
め
、
３
年

生
か
ら
卒
業
研
究
が
始
め
ら
れ
る
よ
う
に

し
ま
す
。
高
度
化
、
複
雑
化
す
る
研
究
課

題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
の
試
み
で
す
。

ま
た
工
学
部
だ
け
で
な
く
、
25
年
度
に
は

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
、
26
年
度
は
シ
ス
テ
ム

理
工
学
部
の
改
組
も
構
想
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
芝
浦
工
業
大
学
が
世
界
に
向
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

同
大
初
の
「
女
性
副
学
長
」
誕
生

工
学
女
子
の
魅
力
〝
見
え
る
化
〟
へ

　

世
界
に
伍
す
る
大
学
と
し
て
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
ー
（
多
様
性
）
推
進
の
観
点
、
と

り
わ
け
男
女
共
同
参
画
の
取
り
組
み
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
23
年
度
の
女
子
学
生
比
率

（
学
部
生
）
は
19
・８
％
で
10
年
前
の
14
％

弱
か
ら
着
実
に
伸
び
て
い
ま
す
。
ま
た
大

学
院
進
学
率
を
見
る
と
、
23
年
度
は
41
・

４
％
と
５
年
前
の
23
％
台
か
ら
急
伸
。
男

子
学
生
の
進
学
率
（
45
・
１
％
）
に
迫
る

勢
い
で
す
。
27
年
度
の
数
値
目
標
で
あ
る

女
性
学
生
比
率
30
％
に
向
け
た
加
速
が
期

待
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
意
味
で
象
徴
的
な

ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
初

24
年
度
に
行
わ
れ
る
工
学
部
の
「
課
程

制
  （1）

」
へ
の
移
行
で
す
。
９
学
科
を
５
課

程
９
コ
ー
ス
に
再
編
し
、
分
野
横
断
型
の

学
び
を
促
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
教
員
は
学

科
に
所
属
し
、
そ
の
学
科
の
み
の
授
業
を

担
当
し
て
い
ま
し
た
が
、
課
程
制
で
は
学

部
所
属
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー
ス
の

授
業
を
受
け
持
ち
ま
す
。
一
方
、
従
来
は

学
生
が
他
学
科
の
授
業
を
受
け
て
も
卒
業

単
位
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

課
程
制
で
は
所
属
す
る
コ
ー
ス
以
外
の
科

目
を
履
修
し
、
卒
業
単
位
と
し
て
組
み
込

め
ま
す
。

　

工
学
部
か
ら
「
学
科
」
を
な
く
す
と
い

う
思
い
切
っ
た
改
組
の
理
由
は
、
も
の
づ

く
り
の
現
場
が
も
と
よ
り
多
分
野
の
技
術

で
成
り
立
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
開
発
を
例
に
取
る
と
、
バ
ッ

テ
リ
ー
の
長
寿
命
化
は
物
質
化
学
、
画
面

の
液
晶
や
有
機
Ｅ
Ｌ
は
物
質
化
学
と
電
気

電
子
工
学
の
分
野
が
担
い
ま
す
。
通
信
技

術
に
は
情
報
・
通
信
工
学
は
も
ち
ろ
ん
、

土
木
工
学
の
技
術
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
社
会
は
今
、
急
速
に
変
化
し
て
い
ま

す
。
工
学
は
従
来
〝
便
利
さ
〟
を
追
求
し

て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
課
題
の
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
ま
で
と
違
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
ろ

う
と
す
れ
ば
、
自
分
た
ち
が
積
み
上
げ
て

き
た
価
値
観
も
場
合
に
よ
っ
て
は
捨
て
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
昔
に
こ
だ
わ
っ
て
い

て
は
何
も
変
え
ら
れ
な
い
。
工
学
部
の
改

組
は
、
ま
ず
自
分
た
ち
が
変
わ
ろ
う
と
い

う
宣
言
の
よ
う
な
も
の
で
す
」

　

苅
谷
義
治
工
学
部
長
は
、
改
革
へ
の
覚

悟
を
そ
う
語
り
ま
す
。
工
学
部
は
併
せ
て

（1） 課程制
　学生は各課程の「コース」に所属し、卒業に
必要な124単位のうち12単位は他コースの授業
を受けて取ることができる。12単位の取得方法
によって以下の３パターンに分けられる。①バ
ラエティー型：各コースのさまざまな分野別科
目群（専門科目をテーマごとに19科目群にグ
ルーピング）の中から自由に履修する②副コー
ス取得型：特定の分野別科目群について10単位
の授業履修と２単位の研究室活動（学内研究留
学）を行って「副コース」認定を受ける③自
コース完結型：他コース科目を履修せず自コー
スの学びに集中する。

（2） 女子高校生対象サマー・インターンシップ
　「未来を担う理工系女性技術者の育成」の一
環として、女子生徒が研究室に配属され、担当
教員や大学生、大学院生と一緒になってテーマ
設定から研究、発表までを行う。2022年に初開
催、23年は７月末から８月上旬に開かれ、６校
から56人が参加。23の研究室に分かれて研究活
動を体験した。

（3） 理工系女性技術者支援奨学金
　「理工系女子特別入学者選抜」による入学者
全員と、一般入学者選抜で成績優秀な入学者

（約100人）を対象に入学金相当額（28万円）が
給付される。2027年の設立100周年に学部女子
学生比率を30％以上へ引き上げるという目標設
定に伴う取り組み。

（4） 理工系女子特別入学者選抜
　理工学分野に強い関心と学ぶ意欲を持ち、高
校時代の数学と理科の成績、英語資格（CEFR）
が一定以上の女子生徒（併設校生徒を除く）が
出願できる。工学部の先進国際課程を除く全学
部全学科・コースで募集され、募集枠は各学
科・コースにつき２～４人。24年度入試から名
称がそれまでの「公募制推薦入学者選抜（女
子）」から変更された。

（5） 朝日に輝く奨学金
　指定校推薦入学者選抜の合格者を対象に、原
則として各都道府県1人以上を採用する（関東
地方の１都６県在住者は通学時間が２時間以上
かかることが応募条件）。年間50万円を最大4年
間、授業料から減免する。選考は入学前教育と
して実施する大学入学共通テストの指定科目の
点数によって行われる。

さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

芝
浦
工
業
大
学
を
卒
業
す
る
女
性
エ
ン

ジ
ニ
ア
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
能
力
や
Ｄ
Ｘ
対
応
能
力
を
身
に
つ
け
て

い
る
た
め
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
面
で
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
今
な
お
女
子
が
理
工
系
を
敬
遠
す

る
傾
向
が
根
強
い
要
因
は
身
近
に
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
が
少
な
い
こ
と
で
す
。
理
工
系
女

子
の
魅
力
を
〝
見
え
る
化
〟
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
芝
浦
工
業
大
学
は

「
女
子
向
け
ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」

を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
研
究
室
体
験
が

で
き
る
「
女
子
高
校
生
対
象
サ
マ
ー
・
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
  （2）

」
は
理
工
系
を
目
指

す
女
子
を
支
援
す
る
取
り
組
み
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
子
高
校
生

向
け
サ
イ
ト
「
Ｓ
Ｗ
ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
」
も
展
開

中
。
22
年
度
に
導
入
さ
れ
た
「
理
工
系
女

性
技
術
者
支
援
奨
学
金
  （3）

」
と
合
わ
せ
て
、

物
心
両
面
で
女
子
の
進
路
選
択
を
応
援
し

て
い
ま
す
。

「
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
」
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

グ
ロ
ー
バ
ル
理
工
系
人
材
を
育
成

　

Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
採
択
を
は
じ
め
、
国
際
化

　

磐
田
副
学
長
は
男
女
共
同
参
画
推
進
室

の
室
長
も
務
め
る
立
場
か
ら
、
抱
負
を
こ

う
述
べ
ま
す
。「
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
指

数
は
１
４
６

カ
国
の
う
ち

１
２
５
位
と

男
女
共
同
参

画
は
極
め
て

遅
れ
て
い
ま

す
。
本
学
で

は
国
籍
や
性

別
を
問
わ
ず
、

多
様
な
人
材

が
シ
ス
テ
ム

思
考
と
確
か

な
理
工
学
知

識
に
基
づ
き
、

持
続
可
能
な

社
会
の
実
現

に
向
け
て
研

究
活
動
や
学

生
活
動
を

行
っ
て
い
ま

す
が
、
よ
り

力
強
く
発
展

の
「
女
性
副
学
長
」
誕
生
で
す
。
23
年
２

月
、
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
の
磐
田
朋
子
教

授
が
副
学
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

の
積
極
的
な
取
り
組
み
も
特
長
で
す
。
27

年
度
に
向
け
て
学
生
の
海
外
経
験
率
を

１
０
０
％
に
す
る
大
胆
な
目
標
を
掲
げ
ま

す
。
そ
の
土
台
と
な
る
海
外
派
遣
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
つ
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｐ
Ｂ
Ｌ

（Project Based Learning

」
で
す
。
海

外
協
定
校
に
赴
い
て
（
あ
る
い
は
協
定
校

か
ら
学
生
を
招
い
て
）
専
門
分
野
に
関
連

し
た
テ
ー
マ
を
も
と
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
組
み
、
英
語
で
議
論
し
な
が
ら
「
課

題
解
決
型
学
修
」
に
取
り
組
み
ま
す
。
22

年
度
は
５
２
３
人
の
学
生
が
派
遣
（
う
ち

52
人
は
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
）
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
17
年
度
か
ら
シ
ス
テ
ム
理
工
学

部
で
行
わ
れ
て
い
る
「
国
際
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
も
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。
学
生
は
入
学
後

に
願
書
を
出
し
、
審
議
を
経
て
国
際
プ
ロ

グ
ラ
ム
生
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
（
定
員

は
各
学
科
定
員
の
１
割
）。１
セ
メ
ス
タ
ー

（
学
期
）
以
上
の
海
外
留
学
、
４
分
の
１

以
上
の
単
位
を
英
語
開
講
科
目
で
取
得
、

卒
業
研
究
を
英
語
で
実
施
―
―
と
い
う
高

い
ハ
ー
ド
ル
は
国
境
を
軽
々
と
飛
び
越
え

る
理
工
系
人
材
の
輩
出
を
狙
う
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
工
学
部
で
は
課
程
制
移
行
に
先

駆
け
、
20
年
度
に
「
先
進
国
際
課
程
」
を

設
置
し
ま
し
た
。
学
部
教
育
は
す
べ
て
英

語
で
行
わ
れ
、
１
年
生
か
ら
指
導
教
員
や

さ
ま
ざ
ま
な
専
門
分
野
の
教
員
の
も
と
最

先
端
の
研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。

入
試
改
革
や
奨
学
金
の
拡
充
で

学
び
た
い
気
持
ち
を
応
援
す
る

　

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
推
進
の
取
り
組
み

は
入
試
改
革
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。
学
校

推
薦
型
選
抜
や
総
合
型
選
抜
に
力
を
入
れ
、

先
述
し
た
女
性
エ
ン
ジ
ニ
ア
育
成
の
一
環

と
し
て
「
理
工
系
女
子
特
別
入
学
者
選

抜
  （4）

」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
シ

ス
テ
ム
理
工
学
部
Ａ
Ｏ
入
学
者
選
抜
」
は
、

例
え
ば
仮
想
空
間
を
交
え
た
新
し
い
シ
ス

テ
ム
を
考
案
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
（
機
械
制
御
シ
ス
テ
ム
学
科
）
な

ど
特
徴
的
な
入
試
で
す
。
一
方
、
地
方
か

ら
理
工
系
大
学
を
目
指
す
高
校
生
を
支
援

す
る
「
朝
日
に
輝
く
奨
学
金
  （5）

」
を
整
備
。

首
都
圏
大
学
の
〝
ロ
ー
カ
ル
化
〟
を
防
ぎ
、

多
様
で
多
彩
な
人
材
が
集
う
場
に
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

山
田
純
学
長
は
気
概
を
込
め
て
こ
う
語

り
ま
す
。「
本
学
で
は
『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
の
中
か
ら
生
ま

れ
る
』
を
合
言
葉
に
、
女
性
活
躍
の
視
点

も
含
め
て
、
理
工
系
に
進
む
人
を
増
や
す

こ
と
は
工
業
大
学
が
果
た
す
べ
き
社
会
的

使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

大
学
改
革
を
通
じ
て
２
０
２
７
年
の
創
立

１
０
０
周
年
へ
、
そ
し
て
次
の
１
０
０
年

に
向
か
っ
て
新
し
い
工
学
教
育
の
あ
り
方

を
作
っ
て
い
く
。
時
代
に
寄
り
添
い
、
時

代
を
先
取
り
し
て
変
わ
り
続
け
て
い
く
大

学
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

芝浦工業大学　

079 卓越する大学 芝浦工業大学 078

2022年４月竣工の豊洲第２校舎　撮影  藤井浩司／TOREAL

分野別科目群と副コース認定制度

機械機能工学科
材料工学科
応用化学科
電気工学科
電子工学科

情報通信工学科
情報工学科
土木工学科

※先進国際課程は英語で学位が取得できる課程です。

授業履修
（input）こ

れ
ま
で

こ
れ
か
ら

卒業研究
（output）

授業履修
（input）

卒業研究
（output）

※（  ）内の数字は「入学定員」です。

　先進国際課程※

課程制工学部の学びの流れ

機械工学科

工学科 工学部（2024 年 4月改組予定）
課程・コース名

現
９
学
科
を
５
課
程
・
９
コ
ー
ス
へ

機械工学課程（228名）
基幹機械コース（114 名）／先進機械コース（114 名）

土木工学課程（104名）

先進国際課程（9名）
都市・環境コース（104 名）

情報・通信工学課程（218名）
情報通信コース（104 名）／情報工学コース（114 名）

電気電子工学課程（208名）
電気・ロボット工学コース（104 名）／先端電子工学コース（104 名）

物質化学課程（208名）
環境・物質工学コース（104 名）／化学・生命工学コース（104 名）

こう変わる
1年 2年 3年 4年

自分の専攻の学び

卒業研究

自分の専攻の学び
他分野の学び

卒業研究
他分野の学び


